
概 要 
かって道路上におかれていた標識を、その目的や設置者の違いなどにより、道標・里程標・道路元標の3つに分けて紹介しています。 

A：｢道標｣＝旅人が道を間違えずに目的地へ行けるよう、道案内に供せられた標柱。何かを祈念するなどの目的に加え、交通の利便性の向上 

  のため主要街道と地方道、あるいは地方道と生活道路などとが交差する地点や峠、また順礼道の交差点などに置かれていた。行き先の方 

  向や距離などを記してある。江戸時代は多くの民衆が順礼に参加するようになり、順礼道を案内するものが多かった。また目的地へ誘導す 

  るものもあった。、講中による六地蔵に道標を兼ねたり、廻国塔や出羽三山碑などに兼て建てられたものが多く見られる。 

B：｢里程標｣＝明治政府は、明治６(1873)年、東京の日本橋、京都の三条橋を起点とした全国主要道の道のり調査を命じ、それにより各県庁 

  所在地に木製の里程元標を設置した。安房郡では明治２２年の大合併後の同２６年に、各町村役場などの要所に設置されている。 

C：｢道路元標｣＝大正６(1919)年の道路法施行令に基づき、全国の市町村の中心的な所に設置され｢〇〇町道路元標｣などと刻まれている。 

  路線の起点終点として位置づけられた。 
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